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2009 年に発生したアメリカとロシアの通信衛星の衝突
事故によって，打 ハ㎈

星の衝突事故では 1 cm 以上のデブリが 6 万個以上発生
しており，100 mm サイズのデブリは億個のオーダで発生
していると考えられている．たとえ 100 mm のデブリで
あっても運用中の宇宙機に衝突すれば，その運用を停止させるようなダメージを与える可能性はあり，宇宙開発にとって脅威となっている．
スペースデブリの除去 ( ODR: Orbital Debris Removal ) 

方法の案には，人工衛星を用いるものと，レーザ照射のよ
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合，軌道上をタンブリング状態で移動することを想定する
と，有効断面積は 4.3 m2 にしかならない． 

この構造のデブリ除去衛星を折り畳んだ図が，ୈ 3

ਤ - ( b ) 
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型デブリ除去衛星を示す．
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金ワイヤは 48.9 kg
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を作成する．最後に，作成した軌道履歴を基に時刻ごとの
除去個数を計算する．
デブリ除去衛星による除去個数の計算には，球形有限要
素モデルを用いた．このモデルは，宇宙空間を第 21 図に
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200 kg，300 kg
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